
２０２３年度 宇治市地域自立支援協議会相談支援部会活動報告 
 
１．部会の目的 
 
 
 
 
 
２．活動概要 
 
 
 
 
 
 
３．主な参画団体 
 
 
 
 
４．今年度の部会開催日及び開催内容 

 開催日 開催内容 
１ ４月２０日 年間計画（案）について、事業所一覧の配布 
２ ５月１８日 年間計画の確定、第７期宇治市障害福祉計画策定にむけての意見集約 
３ ６月１５日 講演会：「相談支援センターkokua(コクア)について」 

講師：相談支援センターkokua 石崎蓉子氏 
４ ７月２０日 講演会「相談支援事業所の運営について」 

講師：株式会社 GIFT 代表取締役 鈴木真由氏  
５ ８月１７日 グループワーク：「上半期を振り返って」 
６ ９月２１日 講演会：「宇治市子ども家庭総合支援拠点について」 

講師：宇治市子ども福祉課こども家庭相談 主幹 小栗ゆか氏 
７ １０月１９日 事業所見学： 

①「滋賀県東近江市地域生活支援拠点整備について」  
社会福祉法人あゆみ福祉会・社会福祉法人蒲生野会 
②「大津市における自立支援協議会の紹介と取り組みについて」 
大津市障害者自立支援協議会事務局 

８ １１月１６日 市内居宅介護事業所との交流会（１０ヶ所の居宅介護事業所から参加） 

１）会議の開催：毎月第３木曜日 １３時３０分～１５時３０分 
２）参加対象者：宇治市内の相談支援事業所に所属する相談支援専門員 
３）ケース検討と勉強会、事業所見学を年間計画に沿って実施。宇治市内で計画相談支援を必要とす

る方の事業所とのすり合わせ。 

・指定特定相談支援事業所１７ヶ所 
・宇治市障害福祉課 

１）宇治市との情報共有、相談支援専門員の研鑽。 
２）困難事例や業務上の悩みを気軽に話し合いながら、相談員が孤立しないように集える場所である

ことを大切に活動する。 



９ １２月２１日 医療機関の相談員との交流会（１２ヶ所の医療機関から参加） 
１０ １月１８日 訪問看護事業所との交流会（１５ヶ所の訪問看護事業所から参加） 
１１ ２月１５日 研修会：「京都式強度行動障害モデル事業について」 
１２ ３月２１日 今年度の振り返りと次年度に向けて 

 
５．現状と次年度以降への課題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

報告者 部会長  芦田康雄   
 

コロナ禍の期間は事業所見学を実施していなかったが、コロナの位置づけが見直されたことで数年ぶり

に事業所見学として滋賀県東近江市と大津市へ訪問し、地域生活支援拠点の整備や地域自立支援協議会

の運営方法について学ぶことができ、大きな成果が得られた。 
また、相談支援事業所のより良い運営についての講演の他、日ごろの相談支援業務に関係する各事業所

職員との交流を通して、顔の見える関係づくりにつながったと考える。 
現在、相談支援部会は１７ヶ所の指定特定相談支援事業所で総勢３１名の専任、兼任の相談支援専門員

で構成されているが、計画相談支援の支給決定件数に追いついておらず、セルフプランとなる利用者が

まだまだ多いことが課題の一つである。 
さらにセルフプランではなく、相談支援専門員によるサービス等利用計画を作成するためには、相談支

援専門員の増員を図る必要があるが、相談支援専門員に対する認知度が低い等のため、人材確保が容易

でないことも課題となっている。 


